
                         

基幹型地域包括支援センターのケアプランセンター機能について 

 

１ 現状と課題 

・後期高齢者の増加にともない、要支援状態にあって地域包括支援センターがケ

アプラン作成を行う業務が増加している。 

 （ケアプラン作成数） 

 令和５年度 令和６年度 前年比 

介護予防ケアマネジメント（件） 12,317 13,168 ＋851  

指定介護予防支援（件） 24,052 26,873 ＋2,821  

合計 36,369 40,041 ＋3,672 

・国の基準に準じた事務手続きのため、事務の簡素化ができない。 

・事務の一部を居宅介護支援事業所に再委託できる数に地域差が生じている。 

 （令和６年度の再委託率） 

 介護予防ケアマネジメント 指定介護予防支援 

市内平均 44％ 45％ 

最多 71％ 76％ 

最少 0％ 10％ 

 

２ 対応策 

ケアプラン数が多く再委託が困難な状況にあるセンターのケアプラン作成に

ついて、基幹型センターが直接ケアプラン作成を行い、センターの業務負担の軽

減を図る。 

 

３ 令和８年度の実施方法 

・基幹型センターにケアプラン作成を行う職員を１名配置し、ケアプラン作成業

務を行う。 

・後方支援の対象となるセンターは、再委託率が市の平均より低く、指定介護予

防支援において直接プラン策定する件数が多い高森台・石尾台、藤山台・岩成

台の２センターを選定し、試行的にプラン策定を行っている東部も実施する。 

後方支援対象センター 

地域包括支援センター高森台・石尾台 

地域包括支援センター藤山台・岩成台 

地域包括支援センター東部 

 

４ 今後の方向性 

基幹型センターに配置する職員を増員し、ケアプラン作成の後方支援の対象

とするセンターを拡充する。 

【資料２】 



令和６年度地域包括支援センター運営実績

１　第１号介護予防支援及び指定介護予防支援業務

⑴　内容

(2）介護予防ケアマネジメント作成件数（令和６年４月～令和７年３月）

地域包括支援
センター名

坂下 24 -5 653 +46 24 +7

高森台・石尾台 45 +5 1,038 +119 0 +0

藤山台・岩成台 44 +0 1,021 +95 24 -17

高蔵寺 51 -15 1,359 +85 0 -8

南城 45 -12 1,271 -9 27 -9

松原 57 +27 899 +254 59 +19

東部 51 +7 1,306 +3 29 +15

鷹来 26 +2 674 -4 62 -13

柏原 43 +14 927 -5 71 -10

中部 56 +16 1,365 +77 28 -1

西部 63 +16 1,657 +122 64 -16

味美・知多 40 +4 998 +68 71 +2

合計 545 +59 13,168 +851 44 +8

　生活機能の低下が疑われる高齢者（事業対象者）及び要支援認定者が、要介護状態等と
なることを予防するため、心身の状況に応じて、介護予防・生活支援サービス事業等が包括
的かつ効率的に実施されるよう援助を行う。あわせて、プラン等に基づいたサービスの提供が
確保されるよう、サービス事業所等関係機関との連絡調整等を行う。

介護予防ケアマネ
ジメント開始件数
(件)〔前年比〕

介護予防ケアマネジ
メント延べ件数
(件)〔前年比〕

介護予防ケアマネ
ジメント再委託率
(％)〔前年比〕
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(3）指定介護予防支援件数（令和６年４月～令和７年３月）

地域包括支援
センター名

坂下 26 +0 1,112 -15 30 +10

高森台・石尾台 88 +14 2,956 +746 10 -9

藤山台・岩成台 72 +1 2,289 +435 18 -11

高蔵寺 54 +18 1,879 +276 13 -8

南城 47 +2 1,947 +138 28 -17

松原 84 +12 2,558 +107 64 -6

東部 73 +26 2,133 +102 47 -18

鷹来 55 +18 2,012 +81 66 -11

柏原 53 +8 1,750 +117 73 +0

中部 92 +20 2,544 +237 35 -5

西部 82 +6 2,945 +293 76 +7

味美・知多 77 -8 2,748 +304 76 +15

合計 803 +117 26,873 +2,821 45 -6

指定介護予防支援
開始件数

(件)〔前年比〕

指定介護予防支援
延べ件数

(件)〔前年比〕

指定介護予防支援
再委託率

(％)〔前年比〕


